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研究成果の概要（和文）：Web上の創作活動は新しい創作スタイル、すなわち大規模かつ物理的接触のないコミュニテ
ィにおいてお互いの創作を利用し合うという互恵的関係によって創発的に制作されている。本課題ではこのようなオン
ラインコミュニティにおける創作活動を分析してモデル化を行い、その支援を行う仕組みについて研究を行った。ニコ
ニコ動画のデータを収集し、そのデータにおける創作の影響関係について、コミュニケーションモデルによって分析し
、特徴を明らかにした。またその影響関係を多様な視点で可視化するシステムを構築した。このほか、twitter, 学術
論文、Wikipedia 等における共同的作業についての分析も行った。

研究成果の概要（英文）：The new style of cooperation on the web is creation through reciprocal 
interaction in online communities. In this project, we analyzed and modeled the above cooperation with 
the real data and proposed how to enhance such cooperation. We collected the data from NicoNico Douga and 
analyzed it with the communication model to show commonality and difference with other network data. We 
proposed the visualization method to show the influence flow in the creation process. We also analyzed 
and modeled other social media data such as twitter, academic papers, Wikipedia and so on.

研究分野： 人工知能, Web情報学
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１．研究開始当初の背景 
かつてコンピュータの利用は計算や通信と
いった分野に限られていた。しかし、Web の
発明と普及により、コンピュータは我々の日
常の隅々まで入り混み、日常の一部となった。
その結果、単に生活が便利になったり効率化
しただけでなく、生活のスタイルも変化した。
小説等の執筆、絵画やイラスト・漫画などの
制作、作詞作曲、アニメ等の動画制作、こう
いった創造的な活動も大きな変容を遂げつ
つある。 
このような創造的活動はこれからのコンピ
ュータおよびネットワークの利用形態にお
いて最も重要な形態の一つであり、その解明
はコンピュータ科学の新しい分野を切り開
くものである。また、社会科学からみてこれ
は新しいスタイルの社会活動であり、新しい
チャレンジである。 
 
２．研究の目的 
本提案では、オンラインコミュニティにおけ
る創作活動を分析してモデル化を行い、その
支援を行う仕組みについて研究する。Web 
上の創作活動は新しい創作スタイル、すなわ
ち大規模かつ物理的接触のないコミュニテ
ィにおいてお互いの創作を利用しあうとい
う互恵的関係によって創発的に制作されて
いる。この新しいスタイルの創作活動をモデ
ル化し、そのモデルに沿った支援システムの
仕組みを提供する。手法としてはデータマイ
ニング等の基礎分析を行い、その上で創作の 
連鎖モデル（n 次創作モデル）、コミュニケ
ーションにおける影響の普及モデルを初期
仮説としてモデル化を行う。その結果を支援
システムとして実装する。 
 
３．研究の方法 
本提案は２つのサブテーマからなる。１つは
分析とモデル化である。分析とモデル化にお
いては、まずネット上の創作活動に関する大
規模かつ多様なメディアのデータを収集す
る。次にデータマイニング手法や社会ネット
ワーク分析手法によりデータを整理し、その
上で仮説として n 次創作モデルおよびコミ
ュニケーションにおける影響の普及モデル
を適用し、モデル適用の可否や拡張等を行う。
２つめは創作活動支援システムのプロトタ
イプの作成である。1 番目のテーマで構築さ
れたモデルに基づく参加者個人とコミュニ
ティを支援する仕組みを構築してプロタイ
プシステムを構築する。 
	 
４．研究成果	 
以下、雑誌論文、学会発表、図書を[雑 n],[学
n],	 [図 n]と参照する。	 
（1）分析とモデル化	 
①	 ニコニコ動画における創作ネットワー
クの分析[雑 2,雑 3,雑 5]	 
動画共有サイト「ニコニコ動画」は動画共有
サイトとしては独自の位置を占めている。単

に投稿動画の投稿先ではなく、ニコニコ動画
を通じてある種のコミュニティが掲載され
ている。それは派生動画（ある動画に関連す
る別の動画）の投稿が多いというところに特
徴がでている。この派生動画の関連を調べる
ことで、ニコニコ動画で起きている創作のコ
ミュニティの仕組みがわかるであろうとい
う仮定のもとで研究を進めた。	 
(ア) 動画データの取得	 
2012 年年頭より独自の方法でニコニコ動画
サイトの API を利用して収集した。	 
表 1	 収集した動画データ	 

説明 件数 

全動画数 2,622,495  

全タグ数 2,233,873  

動画間リンク数 3,096,969  

動画間リンクを持つ動画数 1,427,011  

(イ) 動画の分類	 
今回はボーカロイド関連のコミュニティを
分析対象とするため、このトピックに関連す
るカテゴリで分類した。この分類は動画メタ
データにつけられたキーワードを予めカテ
ゴリ分けしておき、その付与によって分類を
行った。ただし複数のカテゴリ・タグが出現
する場合は優先度やルールを用意した。その
結果を表 2に示す。	 
表２：創作カテゴリとその分類結果	 

以下ではこの分類されたものを分析対象と
した。	 
(ウ) ネットワーク構造の分析	 
獲得したデータは動画をノードとし、山椒関
係をエッジとした有向グラフである。さらに
これを動画の投稿者で集約することで、投稿
者をノードとし、その間の関係をエッジとす
る有向マルチグラフが得られる。ここで注目
するのは、二つのノード間は複数のエッジが
存在しうる。これをこの二つのノード間のコ
ミュニケーションと考える。このコミュニケ
ーションがどのような傾向を持つかを分析
との対象とした。これは多くのソーシャルメ
ディアのデータに共通の構造であるため、ほ
かのデータとも比較を行った。	 

創作カテゴリ 出現頻度 出現割合
オリジナル楽曲の作成 123,686 4.7%
楽曲の作成 19,188 0.7%
歌唱音声の作成 635,140 24.2%
ボカロ音声の作成 114,870 4.4%
踊り映像の作成 86,763 3.3%
演奏音声の作成 165,536 6.3%
静止画の作成 31,450 1.2%
動画像の作成 5,159 0.2%
アニメ動画像の作成 24,206 0.9%
3D C G動画像の作成 120,598 4.6%
M AD動画像の作成 44,570 1.7%
音声の作成 26,865 1.0%
動画像集合の作成 79,760 3.0%
そのほかの作成 56,550 2.2%
分類不可 1,146,003 43.7%

分類数合計(延べ数) 1,534,341 58.5%



 

 

- Social	 Structure	 Impact	 (SSI)	 
これは同一ノード間でのエッジの頻度を
予想(null	 model)と比較するもので、コ
ミュニケーションの継続性をみる指標。	 

- Reciprocity	 Impact	 (RI)	 
これは両方向のエッジの確率をみる指標
で、これによりコミュケーションが双方
性かどうかがわかる。	 

- Concentration	 Impact	 (CI)	 
少数のノードにどれだけコミュニケーシ
ョンが集中しているかを示す指標である。	 

これらをほかのソーシャルメディアデータ
と比較した結果を表 3 に示す。NND が本デー
タ、DBLP は論文参照ネットワーク、TwitterRT
は Twitter の retweet から構成されるネット
ワーク、TwitterNOTRT は Twitter における
mention からなるネットワーク、ENRON は
Enron社におけるemailネットワークである。	 

表 3：異なる社会ネットワークの比較	 
継続性においては、email や仲間内のネット
ワークと予想される TwitterNOTRT よりは大
きく下がり、疎なコミュニケーションの部類
に入る。しかし、この中では論文ネットワー
クに近い。互酬性においてはオープンなネッ
トワークである TwitterRT と同様に低いが、
やや高い。中心性では同様に TwitterRT と近
い値を示している。全体でみると、コミュニ
ケーションの継続性については論文ネット
ワークに近く、それ以外においてはオープン
なネットワークである TwitterRT に近い性質
であることがわかった。	 

(エ) 参加者の役割分析 
このネットワークにおいて影響伝搬の観点
から、3 つの特徴的ノードグループを定義し
た。これらはいかに複数の元ノードから組み
合わせ的に新しいノードができるか
(mashup)をみるために導入したものである。	 
- Local	 inspirer	 (LI):	 多くの派生ノード
が持つノード。ただし、その派生ノード
は元ノードのみからの派生ノードである。	 

- Global	 inspirer	 (BI):多くの派生ノード
を持つノード。ただし、その派生ノード
は元ノード以外の派生元ノードももって
いる。	 

- Building	 block	 (BB):	 inspirer ではな
いが、複数のノードを組み合わせて派生
ノードをつくるときに元になるノード。	 

これらをネットワークのトポロジーをつか
って定義した。	 
これを動画のカテゴリ別に示すと表 4となる。
ボカロ音声の作成、オリジナル楽曲の作成、
演奏音声の作成、アニメ動画像の生成は自分
自身のみの大きな派生動画を生成しやすい
(LI)。一方、なかでもオリジナル楽曲の作成
は他のカテゴリとミックスした動画を派生

しやすい(GI)こともわかる。一方、CG3D 動画
像の生成と踊り画像の生成は派生動画のパ
ーツ的役割を果たすことがわかる(BB)。	 
表 4：カテゴリーと役割の関係	 

	 
②Twitter ネットワークの分析とモデル化	 
Twitter データにおいては Retweet がつくる
ネットワークに着目して分析を行った。
Retweet ネットワークにおいても①と同様の
影響伝搬が仮定できるが、その役割は異なる。
そこで、Information	 Starter,	 Amplifier,	 
Trasmitter という役割をネットワークトポ
ロジー上で定義して分析を行った[学 12,	 学
13,	 学 19,	 学 20]。またハッシュタグに注目
して影響関係の分析も行った[学 5]。	 
	 
③学術論文ネットワークにおけるコミュニ
ティ分析	 
学術論文は同様に直接相対しない人々が結
果的に共創的に作り上げていく creation の
過程である。	 
共著者ネットワークに基づいた分析として
はコミュニティ抽出手法を用いた分析を行
った[学 17,学 18]。さらに共著者ネットワー
ク に お い て betweenness	 centrality と
unclosed	 triad の関係を使うことで、簡便に
betweenness	 centralityを推定することを示
した[学 1]。	 
また、論文における潜在的トピックを機械学
習手法を用いて発見することで、著者コミュ
ニティの発見を行った[雑 1,	 学 7]。また潜
在的な共同研究関係の発見を行った[学 2]。	 
	 
④Wikipedia の編集過程の分析	 
Wikipedia ページの編集も直接相対しない
人々が協調的に行う過程である。この過程を
wikipedia の議論ページの分析を行うことで、
編集者を特徴付けるパラメータとそれによ
る分類を行った[雑 4,学 16,学 21,学 23]。	 
	 
⑤まとめサイトにおける編集行為の分析	 
まとめサイトは編集者の観点で他者が生成
した情報を取捨選択する行為であり、非同期
的な共同作業のひとつと考えられる。複数の
まとめサイトのデータを分析して、編集者の
共通点と異なる点を明らかにした[学 15]。	 
	 
⑥オンラインテキスト処理における効率的



 

 

な Named	 Entity	 Recognition の研究	 
オンラインテキスト処理の基礎技術の発展
として、適切な entity を同定する研究を行
った。Wikipedia 情報を適切に使うことでテ
キストから文脈に適した entity を同定する
ことができるようになった[学 3,学 4,学 8]	 
	 
(2)	 創作活動支援 
創作活動支援として主に 4つのことにと取り
組んだ。一つ目は共同的創作活動の可視化で
あり、二つ目は共同的創作活動の新しい方法
としての写真を通じたコミュニケーション
の提案である。三つ目としてはより一般的に
どのようにすればオンラインで共同してい
る人々に興味をもってもらえるかをパター
ンランゲージの視点から分析した。四つ目と
して、いかに人々をその気にさせられるかと
いう仕掛けの観点からも考察を行った。 
①	 共同的創作活動の可視化[学 9, 学 10] 
データの何に着目して何を可視化するのか
は、可視化タスクにおける基本点である。こ
こでは人々の協力・協働において産出される
もの(cooperation	 products)	 の産出過程を
追跡するという視点から、産出物の名前、日
時、属性種別、産出物間の参照関係に着目し
た。これらを多様な観点から可視化する。具
体的には Cooperation	 Flow の可視化、
Cooperation	 Flowのインフォグラフィックス、
影響度の経時変化表示、伝搬ステップによる
可視化などを可能にした。	 
図 1,2 は Cooperation	 Flow の可視化例であ
る。図 2においては派生物がどこから生成さ
れたかの系統樹をグラフで、派生物の種別を
色で示している。図 2においては、時間せん
いによってどのタイミングで派生物が生成
したを示している。また、burst（大きな振
れ）があるところを検知して表示している。	 

図 1：Cooperation	 Flow の可視化（影響関係）	 

図 2：Cooperation	 Flow の可視化(影響力変
遷と burst 検知)	 

図 3はそれらを統計情報と収集して可視化し
たもので、左は時間経過、右は派生の段数で
示している。	 

	 
図 3：派生生成の統計情報の可視化	 
	 
②	 写真を介した非同期コミュニケーション
の提案	 

写 真 を 用 い た Social	 Networking	 
Service(SNS)は多く見られるが、写真とテキ
ストだけであるとコミュニケーションとし
て不十分である。そこで、写真とユーザが設
計できる構造化データを用いたコミュニケ
ーション方法を提案した[学 14,	 学 22]。	 
	 
③	 オンラインコミュニティのリアル化にお
ける考察	 

ニコニコ動画を中心とするオンラインコミ
ュニティを母体にオフラインのコミュニテ
ィをいかにつくるかの実践（ニコニコ学会）
を行い、パターンランゲージの観点から分析
を行った[学 11,図書 1]。	 
	 
④	 仕掛けの市場化の提案	 
インターネットにおいては多様な働きかけ
の仕組み（仕掛け）が提案、実践されている。
それをいかに流通させるかについて市場化
による方法を提案した[学 6]。	 
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